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 まだまだ暑い日が続きますが、日頃はＰＴＡ活動にご理解、ご協力を賜り誠にありがとうございます。 

 一学期の活動のまとめをご報告いたします。 

 

４月～５月   前年度からの引継ぎや打ち合わせ、担当決めを行いました。 

         各学年の動きを確認しました。 

5/31 体育大会のお手伝い 受付担当をしました 

６月         3 年生は、卒業記念品の選定に向けて作業開始です。 

        初の試みで成人教育部とのコラボイベントの打ち合わせを行いました。 

７月         7/4 成人教育部とのコラボイベントで学年部による保護者交流会を行いました。 

            7/28 東山田地区納涼大会で出店のお手伝いをしました。 

 ８月     8/17  山二地区夏祭りで出店のお手伝いをしました。 

 

☆7月 4日 成人教育部とのコラボイベントのまとめ☆ 

  成人教育部企画イベントでは、二部構成をしていて第 1部は教頭先生による「情報モラル（スマホアプリ、

SNS 等について）の学習トーク」と学年部による保護者交流会（思春期の子育てについて）、第 2部は給食試食

会と吹田市保健給食室・管理栄養士のお話がありました。 

  第 1部の学年部による保護者交流会では、前半学年合同と後半学年別として各 6グループに分かれてお題を

基にフリートークをしてもらいました。 

 

  前半のお題は、「ＬＩＮＥやＳＮＳについて」 

  ・スマホの使い方～ルールを決めているか、自由にさせているか。 

  ・いつからスマホを持たせているか 

  ・子どもが使っているＳＮＳは何か                 

  ・スマホを使っていて悪影響（体の影響など）はあるか 

 

  ・スマホの使い方については、ルールを決めている方が大半で、時間や使う場所を決めている、制限をかけ

ている、アプリは親の許可が必要、親がスマホをチェックする等。ルールを破ったら取り上げる。 

   中学生まではスマホ禁止や持たせていない、父親のタブレットを使わせているとの意見もありました。 

 

  ・いつからスマホを持たせているかについては、小学生からや中学生から、まだ持たせていないとのお話が

ありました。小学生の時はキッズケータイやキッズスマホで、中学生になってからスマホを持たせたと。 



 ・スマホのＳＮＳについては、ＬＩＮＥ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ、等。 

   ＳＮＳにどういうものがあるか知らない保護者の方もおられました。使用を把握している保護者の方は何

人かおられました。グループラインの存在も、使いようによっては良くも悪くもなるとの意見がありました。 

 

 ・スマホを使っての悪影響についてですが、目や姿勢が悪くなる、寝不足になる、時間の使い方が悪くなる。

スマホ斜視が気になる。中毒になるのが怖いといった意見がありました。 

 

 後半のお題は、「思春期の子育てについて」      

 ・反抗期はどのように対応しているか 

 ・進路は親子で話し合っているか 

 ・子どもの交友関係を把握しているか 

 

学年別に分かれていたので、それぞれに特徴がありました。 

 

 ・反抗期はどのように対応しているかについては、１年生は女子は小５、６年から反抗期が始まった。男女と

もに無視や暴言はあるものの、一年生はまだ本格的な反抗期の前の段階のように思った。反抗期はまだ。男女

で対応を分ける、あきらめる、好きなようにさせるとのお話がありました。２年生は、その時の自分の気分で

対応、反抗はそれほどないが、自分の気持ちを出せずにこもったのでもっと引き出してあげればよかった、感

情的になってしまう、とのお話がありました。３年生は、大ゲンカになった、同じ土俵に上がってしまった。

中学校になってから荒れた、感情的になるので話し合い。方向性にブレがある、どうすればいいのか。中学校

に入ったら落ち着いた。反抗期がないので、大人になってから怖い。などのお話がありました。 

 

・進路については、１年生は、まだ話し合いをしていないという方がほとんど。２年生は、話し合いをしてい

る。高校のレベルや、内申書のことを話している。まだ何がしたいか見つかっていない、とのお話です。 

 

・交友関係については、把握している方がほとんどで、名前だけ把握しているが顔はわからない、違う小学校

出身者はわからない、学校行事、部活の応援、遊びに出かけるときの送迎などで把握するように努力している

とのことでした。 

 

 感想としては、参加して良かった、いろんな方の意見や考えを聴けて良かった、悩んでいるのは自分だけで

はなかった、じっくり話せてよかった、もっと話したかった、等の声がありました。 

 ☆時間が短くて、少し消化不良の所もありましたが、お互いを知るいい機会になったのではと思います。 

  また、こういう機会を作ってみたいなと思っています。 

  参加してくださった皆様、ありがとうございました。 

 

 活動を通じて、いろんな方々とつながり、いい関係が出来たらと思っています。 

 これからも、ご協力をよろしくお願い致します。 

 


